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　「知の世紀」「knowledge-driven economy（知識駆
動経済）」と言われる現代において、知の継承、創造、
発展を担う大学・大学院（以下、単に「大学」）に対
する社会の期待は年々急速に高まっています。自然資
源に恵まれないわが国にとって唯一、最大の資源は、
質の高い「人」「人材」にあると言っても過言ではなく、
人材育成を担う大学の役割は極めて重要です。また、
大学の行う基礎から応用、開発に至るまでの幅広い研
究活動、さらには企業との共同研究、研究をベースに
したスタートアップ企業の創出にも期待が高まってい
ます。
　こうした重要な役割を担うେ学ʹର͢Δެతͳࡒ੓
ԉは、国立大学に対する運営費交付金（1兆800億ࢧ
円）、私立大学に対する経常費補助金（3,000億円）、
公立大学に対する地方交付税・一般財源（2,100億円）
をはじめとして、施設整備費（国立大学360億円、私
立大学90億円）、修学支援（給付型奨学金、授業料減
免5,900億円）、科学研究費助成事業など競争的研究費
（7,400億円）のほか、大学のグローバル化や大学改革
などを支援するための補助金（120億円）など総額で
ຖ೥約���ஹԁʹ΋ୡ͍ͯ͠·͢1ɻ（次頁図1参照）
　言うまでもなく、͜͏ͨ͠ެతࡒ੓ࢧԉͷࢿݪ͸੫
ۚͰ͋Γɺ͜͏ͨ͠ࡒ੓ࢧԉΛड͚Δେ学ʹ͸ɺड͚

औͬͨۚࢿΛͲͷΑ͏ͳ໨తͰ࢖༻͠ɺͦͷ੒Ռɺޮ
Ռʹ͍ͭͯ͘޿ೲ੫ऀʹରͯ͠આ໌͢Δ੹೚͕͋Γ·
͢ɻ͜͏ͨ͠આ໌੹೚ΛଵͬͨΓɺෆे෼ͳঢ়͕گଓ
͘ͱɺେ学ʹର͢Δެతͳࡒ੓ࢧԉʹର͢Δೲ੫ऀͷ
ཧղ͕ಘΒΕͣɺத௕ظతʹେ学༧ࢉͷݮ࡟ʹͭͳ͕
Δɺ͋Δ͍͸৽ͨͳ༧ࢉΛٻΊͯ΋ೝΊΒΕͳ͍ͱ͍
͏͜ͱʹͳΓ·͢ɻ
　少子化、高齢化が未曽有の規模とスピードで進行す
る中、医療・介護・年金・こども子育てなどの社会保
障費は国家予算の33.1%、約3分の1を占める38.3兆円
に達し、今後も急増することが見込まれます。また、
安全保障をめぐる近年の情勢変化に伴う防衛予算の増
加、さらには、水道管、道路、橋梁など経年により老
朽化した様々なインフラの更新に必要な経費は膨大な
ものになります。こうした状況の下で、「人」に対す
る投資がいくら重要であるとは言っても、配෼͞Εͨ
༧ࢉʹର͖ͯͪ͠Μͱͨ͠આ໌Λઈ͔͍͑ͣͯͬߦͳ
͍ͱɺݶΒΕͨࠃՈ༧͔ࢉΒඞཁͳ経අΛ֬อ͢Δ͜
ͱ͑͞೉͘͠ͳΓ·͢ɻ
　また、େ学͸ڭҭ׆ڀݚಈʹඞཁͳۚࢿΛެతۚࢿ
͚ͩʹཔ͍ͬͯΔΘ͚Ͱ͸͋Γ·ͤΜɻͦΕͲ͜Ζ͔ɺ
ಈऩೖ૯ֹ�ஹ�,���ԯԁͷ͏׆ۀࣄେ学ͷ৔߹ɺཱࢲ
ͪɺ���ʹ͋ͨΔ�ஹ�,���ԯԁ͸ɺ学ੜɾอ͕ऀޢෛ
୲͢Δೲ෇ۚऩೖͰ͢ɻཱࠃେ学Ͱ΋ɺ学ੜೲ෇ۚ͸ɺ
���ʹ͋ͨΔ�,���ԯԁɺެཱେ学Ͱ�����ʹ͋ͨΔ
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Λղઆ͢Δࡦҭ੓ڭ౳ߴ

学校経営アカデミーट੮ڀݚһ
大学Ϛωδϝンτڀݚ会　会長

ຊؒ ੓༤

進路બ୒ͱ教ҭͷ࣭Λ高ΊΔh ৘報ެ։ʱ

1   財政措置は令和6年度予算（当初）をベースに算出。（国立大学法人運営費交付金は大学共同利用機関法人等分も含む。国立大学法人等施設整備費補助金は大学共同
利用機関法人及び国立高等専門学校機構分も含む。私立大学等経常費補助金は高等専門学校を設置する学校法人分も含む。施設・設備補助金は高等学校等を設置
する学校法人分も含む。）公立大学は令和４年度の各都道府県市町村の各公立大学に対する当初予算を合計した数値。公立大学の授業料減免等は令和4年度の実績。（寄
附金等の独自財源による実績を含む。）授業料等納付額は令和3年度の数値（大学学部・大学院・短期大学の合計）であり、高等教育の修学支援新制度における授業
料等減免に要する額は含まない。研究収益等は文部科学省「大学等における産学連携等実施状況について」による令和4年度の額。（共同研究全体・受託研究全体の
研究費受入額、治験等の試験・調査費受入額、知的財産権等収入額） 寄附金額については、１つの法人が大学以外の学校種を設置している場合には、当該学校種に
対する寄附金も含まれる。

図1　大学段階における財政措置と費用負担の仕組み

（出典：中央教育審議会大学分科会2025年1月28日開催会議提出の関係データ集237p）

���ԯԁʹୡ͍ͯ͠·͢2ɻ
　この他にも、大学に対して企業や卒業生、個人が寄
付する寄付金が2,400億円、共同研究や受託研究など
の経費、共同研究などから派生する特許のロイヤリ
ティとして企業が払うものが4,000億円あります。
　これらに鑑みると、େ学͸ɺࠃ͘޿ຽҰൠɺೲ੫ऀ
ʹରͯ͠ɺࣗΒͷ׆ಈʹؔͯ͠આ໌੹೚ΛՌ͚ͨͩ͢
Ͱͳ͘ɺ学ੜ΍อऀޢɺد෇ऀɺڞಉڀݚͷ૬खํͰ
͋Δۀاɺ͞Βʹ͸学ੜΛ࠾༻͢Δۀا΍஍ํެஂڞ

ମɺެӹ๏ਓͳͲʹର͠આ໌੹೚Λෛ͍·͢ɻこれら
説明責任を負う関係者を「ステーク・ホルダー」と呼
びますが、企業の場合、直接の利害関係者である社員、
株主、取引先だけでなく、「ステーク・ホルダー」は
「消費者、地域住民を含む場合もある」とされている3

ように、大学の場合も教職員や立地する地域の住民や
地方自治体、商工会議所など幅広い層に向けて説明責
任があると言うことができます。

2   中央教育審議会大学分科会2025年1月28日提出の関係データ集240～243p。2021年度の数字。
3   新村出編「広辞苑第６版」。

学生への経済的支援 運営支援
【基盤的経費】 競争的な環境下での教育

研究支援施設・設備支援

その他
（左記以外
の競争的
経費）

国公私を
通じた
大学教育
再生の戦
略的推進

（約120億円）

国立大学法人
等施設整備費
補助金

（約360億円
の内数）

国立大学法人運営費交付金等
（約1兆800億円）大学院生に対する

授業料等減免
（約160億円）

施設・設備
補助金

（約90億円
の内数）

私立大学等経常費補助金
（約3,000億円）大学院生に対する

授業料等減免
（約6億円）

地方交付税・一般財源（公立大学）
（約2,100億円）

授業料等
減免

（約30億円）

奨学金の
給付・貸与等

（国：約3,400億円・公：約900億円・私：3兆5,200億円）

高等教育の修学支援新制度における
授業料減免に要する費用

奨学金給付
授業料等減免

国地方・保険者・
患者等

（附属病院）

企業等
（共同・受託研究、
ロイヤリティ等）

企業、卒業生等

授業料等納付　約3.9兆円

返還
（貸与分）

大　学
（国立大学：86校・公立大学：102校・私立大学：622校・

公立短大：15校・私立短大：288校）

学　生
（国立大学：約60万人・公立大学：約16万人・私立大学：約215万人・

公立短大：約0.5万人・私立短大：約8万人）

医療費
約3兆3,700億円
（国公私立大学病院）

約4,000億円

約2,400億円

寄附

医業収益等

研究収益等

競争的
研究費

（約7,400億
円の内数）

・大学ファンド
・大学・高専
機能強化支
援事業
・J-PEAKS

基金等による
大学等への
継続的な支援

高等教育の修学支援新制度
（給付型奨学金と授業料等減免）
約5,900億円　約72.7万人

※高等専門学校、専門学校、通信教育を含む。
大学院生は支援対象外

日本学生支援機構の貸与型奨学金
無利子事業規模：約2,700億円 約47万人
有利子事業規模：約5,800億円 約66万人
※高等専門学校、専門学校、通信教育、海外
留学、大学院を含む。

大学院生への経済的支援
・TA、RA
・次世代研究者挑戦的研究プログラム（SPRING）
・フェローシップ（日本学術振興会特別研究
員事業（DC）） 等
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　大学に関する情報公表は、1999年の大学設置基準の
改正により、「大学における教育研究活動等の状況に
ついて積極的に提供する義務」が規定されたのを皮切
りに、2004年国立大学法人法等により、国公立大学法
人の「財務情報等の公開義務」が規定されたほか、
2007年には、学校教育法改正により、「大学は、教育
研究の成果の普及及び活用の促進に資するため、その
教育研究活動の状況を公表するものとする。」（第113条）
との規定が設けられました。
　その後、2011年に、学校教育法施行規則の改正によ
り、各大学が公表すべき教育情報が具体的に明確化さ
れました。
　それによれば、ʮ͢΂ͯͷେ学Ͱެද͢΂͖߲ࣄʯ4

として、次の9項目が挙げられています。
（1） 教育研究上の目的（学部・学科・課程等ごと）
（2） 教育研究上の基本組織（学部、学科、課程等の名
称）
（3） 教員組織、教員数（男女別・職別）、教員の保有
学位・業績
（4） 入学受入方針、入学者数、収容定員、在学者数、
卒業者数、卒業後の進路（進学者数、就職者数、主な
就職分野等）
（5） 授業科目の名称、授業の方法・内容、年間授業計画
（6） 学修成果の評価の基準、卒業認定の基準
（7） 校地、校舎等の施設・設備その他の教育研究環境
（キャンパス概要、運動施設の概要、課外活動の状況
とそのための施設、休息を行う環境、主な交通手段等） 
（8） 授業料、入学料その他の費用徴収、寄宿舎・学生
寮等の費用、施設利用料等 
（9） 学生の修学、進路選択、心身の健康等の支援（留

学生支援や障害者支援等の様々な学生支援を含む）
　また、ʮެදʹ౒ΊΔ΂͖߲ࣄʯ5として、「教育課
程を通じて修得が期待される知識・能力体系（どのよ
うなカリキュラムに基づき、どのような知識能力を身
に付けるか）」が挙げられています。
ʮڭҭ׆ڀݚಈͷঢ়گʯの公表に関しては、文部科
学省が毎年行っている「大学改革状況調査」によれば、
2022年度段階ですべての大学で公表済みとなっていま
す。公表媒体としてはインターネットがほぼ100%、「広
報誌」は52.5%となっています。（次頁図2参照）
　一方で、ݸผͷެද߲໨ʹ͍ͭͯݟΔͱɺެද཰ʹ
͔ͳΓͷ͹Β͖͕ͭΈΒΕ·͢ɻ公表率が8割を超え
ている項目は、シラバスの内容、就職先・就職率、入
学者選抜の状況、学位の取得状況であり、一方、3割
を下回っているのは、修業年限期間内に卒業する学生
の割合、単位の取得状況、学事暦の柔軟化や早期卒業、
大学院への飛び入学の状況です。（次々頁表1参照）
　また、2018年から2022年の間に公表率が上昇した項
目は、「大学の教育研究活動に関する学生の満足度」
24.6%増、「学生の学修時間」22%増、「大学の教育研
究活動を通じた学生の成長実感」21.2%増、「学生の学
修に対する意欲」16.9%増となっています6。
　公表率が低い理由は、色々考えられます。例えば、
ʮେ学Ӄ΁ͷඈͼೖ学ͷঢ়گʯʢ����ʣ΍ʮૣظଔۀ
ͷঢ়گʯʢ����ʣなどは、そもそもそういう制度を持
たない、あるいは制度化しても適用者がいないからと
いった理由が考えられます。
　一方、ʮ学ੜͷ学मҙཉʯʢ�����ʣɺʮ学ੜͷ੒௕࣮ײʯ
ʢ�����ʣは、これらが定量的に測定しにくいからだ
と思われます。しかし、学生が高い学修意欲を持って
いること、成長実感を感じていることが情報公表を通
じて高校生に伝われば、志願・入学に関して強い訴求

4   同施行規則第172条の２第１項。　5   同施行規則第172条の２第２項。
6   この調査の調査票を見ると、項目によって、例えばキャリア教育の取り組みについて、「１ 学部の全部で行っている ２ 学部の一部で行っている ３ 行っていない」、あ
るいはカリキュラム編成上の工夫の項目について「各学部・研究科の状況について回答してください」となっているものの、情報公表に関しては、「大学全体の状況に
ついて回答してください」とあり、１学部、１課程でも公表していれば、大学全体（すべての学部、課程など）公表していることになり、実態を必ずしも表していない
憾みがある。
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（出典：文部科学省「令和4年度の大学における教育内容等の改革状況について」50p）

図2　教育研究活動の情報の公表状況1　大学の情報公表に関する動向
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　まず「満足度」ですが、これは、そもそも学生が何
を期待してこの大学に入学したかによって異なります。
およそ大学入学に際して、何の期待も夢も持たない学
生はいないはずです。「知識を得たい」、「人間的に成
長したい」、「友人を作りたい」、「クラブ活動に打ち込
みたい」、「ITスキルを身に付けたい」、「起業したい」、
「留学したい」など学生生活の4年間に期待するものが
あるはずです。その内容は、当然ながら学生によって
異なります。従って、一般的な満足度ではなく、大学
に期待することをいくつかの項目に分けて、それぞれ
について満足度を聞くなどの工夫をすれば、必ず大学
として「公表したい」項目が出てくるはずです。
ʮ学ੜͷ学म࣌ؒʯʢ�����ʣは、大学として学生
の学びの実態を把握し、その結果を授業やカリキュラ
ムの改善に生かすことができるので収集したいデータ
です。学修時間が他大学の学生に比べて少ないなど大
学にとって好ましくないと思われるデータでも、例え
ば分野によっては実験・実習が中心であったり、イン
ターンシップや短期の海外留学など「学修」時間には
算入できなくても有益な学びを行っているケースもあ
りますし、年々改善されている場合にはプラスの効果
がありますので、公表を考えていいのではないので
しょうか。公表することによって、一人一人の教員の
緊張感を高める効果もありますから、中長期的には、
教育の質の向上につながります。
ʮத్ୀ学཰ʯʢ�����ʣは、大学が公表したくな
いデータの最たるものと思われますが、それでも半数
以上の大学が公表していることは大いに評価されるべ
きでしょう。一方で、「中退率」は、必ずしも否定的
な側面を持つものではありませんし、必ずしも大学が
責任を負うべきものとは限りません7。中退の理由は
把握しにくいのですが、専門学校へ転学する、早く実

業の世界に入りたい、海外留学することにした、と
いった「前向きの」中退もあります。また、「大学独
自の奨学金を充実したり、学修相談に応じる職員を増
やして、この数年で中退率、中退者を大幅に下げた」
というように「逆PR」することも考えられます。い
ずれにしても、਺͕ࣈʮಠΓา͖ʯ͠ͳ͍Α͏ʹɺ学
部ɺ学Պɺ՝ఔ͝ͱʹ͖ͪΜͱͨ͠આ໌Λ෇ͯ͠ެද
͢Δ͜ͱ͕ɺઆ໌੹೚ΛՌͨ͠ͳ͕Βେ学ʹϓϥεʹ
ͳΔΑ͏ͳ޻෉Λ͢Δ͜ͱͰ͢ɻ
ʮ4%ͷ࣮ࢪঢ়گ΍׆ಈঢ়گʯʢ�����ʣですが、確
かに大学の多くを占める小規模の大学では事務職員の
数も少なく、新規採用も数年に1人いるかいないかとい
うところが多いので、公表に及ばないということかも
しれません。しかし、近年は、大学間連携の方策として、
あるいは地域の国公私立大学が共同でコンソーシアム
を設立して、事務職員の大学間共同研修を実施する大
学も増えていますし、やり方次第では、最小限の費用
で大きな効果が得られる研修機会も増えています。
　大学の発展は、教員の行う教育・研究活動にかかっ
ていることは事実ですが、事務職員の企画・立案・分
析・実行力もそれに劣らず重要です。発展している大
学には必ずと言っていいほど能力の高い事務職員がい
ます。少数精鋭で多くの高度で複雑な業務をこなさな
ければならない小規模大学ほどSDを活発に行い、事
務職員のやる気と能力を高める必要があり、今後の取
り組みに期待したいところです。

　情報公表の大前提として、まず何よりも大学自身が、
教育研究活動に関する具体的なデータを把握する必要
があります。最近では、こうしたデータ収集・分析活

7   例えば、病気によるもの、保護者の失業による経済的困難によるものなど。

公表項目 2018年 2022年

50％を上回る項目

・シラバスの内容
・卒業生の主な就職先
・卒業生の就職率
・入学者選抜の状況
・学位の取得状況
・卒業生の進学率
・卒業生の主な進学先
・履修単位の登録上限数
・教員一人当たりの学生数
・中途退学率
・大学の教育研究活動に関する学生の満足度
・学生の学修時間

50％を下回る項目

・大学院への飛び入学の状況
・早期卒業の状況
・学事暦の柔軟化の状況
・単位の取得状況
・修業年限期間内に卒業する学生の割合
・SDの実施状況や活動状況
・学生の学修に対する意欲
・大学の教育研究活動を通じた学生の成長実感
・FDの実施状況や活動状況
・留年率

96.5%
89.9%
89.0%
82.7%
73.3%
64.0%
61.5％
54.1%
60.8%
50.5%
31.0%
33.6%

2.1%
4.1%
15.1%
10.6%
21.9%
23.5%
19.3%
21.6%
43.5％
44.8%

97.3%
94.0%
92.8%
85.1%
81.2%
73.4%
66.1％
64.1%
63.9%
55.8%
55.6%
55.6%

2.9%
5.0%
18.2%
18.7%
28.7%
30.3%
36.2%
42.8%
48.9％
49.9%

力を持つことになります。「あの大学に行けば、やる
気の出る興味深い授業が沢山ある」、「クラブ活動が充
実していて、熱心な指導者がいる」、「クラブ活動を通
じて人間的に成長したと話す先輩が沢山いる」・・・
こうした声が高校生や保護者に伝われば、大学選択の
決め手にさえなります。定量的に測定が難しいと思わ
れるこうした項目でも、質問方法の工夫次第で学生の

声は十分集めることができます。
ʮ学ੜͷ学म࣌ؒʯʢ�����ʣɺʮେ学ͷڭҭ׆ڀݚ
ಈʹؔ͢Δ学ੜͷຬ଍౓ʯʢ�����ʣも公表率が5割を
超えているとはいっても、まだ上昇の余地は多くあり
ます。上記の「学修意欲」、「成長実感」と同じく、こ
れら二つの項目も、高校生に対する大きなアピールに
なりえます。

表1　教育研究活動に関する項目のうち個別項目の公表率の比較（2018年、2022年）

（出典：文部科学省「令和4年度の大学における教育内容等の改革状況について」から筆者作成。）

2　教育の質向上策としての情報公表
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動を*3ʢ*OTUJUVUJPOBM�3FTFBSDIʣと呼び、IR専門の担
当部署を設けている大学が、2024年には、大学全体の
52.8%に及び（2018年は41.8%）、専門の部署は設けて
はいないが、教職員の併任による委員会方式による組
織を設けている大学27.0%を合わせると8割近くになり
ます8。
*3ͷ໨త͸ɺେ学͕ɺࣗΒʹ͍ͭͯɺ؍٬తͳ৘
ใΛ೺Ѳ͠ɺ৘ใΛ෼ੳ͠ɺ༏Εͨ఺ͱͱ΋ʹ՝୊΍
վળ఺Λఠग़͢Δ͜ͱʹ͋Γ·͢ɻ人間でいえば、
体重、体温、脈拍、視力、血液や便・尿の状態、一般
的な体調などを定期的に把握し、体重の急減や血糖値
の上昇など異常、課題が見つかれば、その理由・背景

を詳しく分析し、分析結果に応じて処方箋・投薬を提
示し、ケースによっては手術を行い、健康体を維持す
るのが医師の役割ですが、大学で言えば、一連のプロ
セスのうち、種々のデータから「異常」「課題」を提
示することがIRの役割です。例えば、志願者・入学
者の動向、休学者・中退率の推移、学生の授業評価結
果や満足度、資格試験合格率、就職率、人件費比率な
ど大学の「健康（健全）状態」に関する主要指標に関
するデータを収集し、比較分析を行うのです。IRが
どんな指標を収集し、それぞれの指標がどのような目
的を持っているかを、文部科学省が毎年行う調査項目
に即して示したのが表2です。

　これらのうち、学生の学修成果に関するデータの収
集、分析は、教育機関としての大学にとって大変重要
です。どの大学にとっても、日々行っている教育活動
によって学生の知識・能力・スキルがどの程度伸長し、
身についているか、学生が受ける授業や実験、実習に
どのような意見や希望を持っているか、学生生活に満
足しているかどうかなどのデータは、教育活動の改善
を行う上で不可欠なものです。学生による授業評価の
結果、満足度、到達度試験の結果、資格試験合格率な
ども教育機関としての大学にとって重要な指標です。
文科省の調査では、「学生の学修成果の評価のための
データ収集」の実施率は41.4%と半数以下に留まって
いますので、今後より多くの大学での実施が期待され
ます。
　そして、ಘΒΕͨデーλͷ෼ੳͦ͜ۃΊͯॏཁͰ͢ɻ
仮に、志願者、入学者が数年にわたって減少した場合、
それが、何に起因するのかを様々な方法で分析するこ
とが重要です。大学の魅力を十分にアピールできてい
ないのか、広報予算を削減したからなのか、高校や進
学塾の進路指導の担当者への説明の仕方がよくないの
か、オープン・キャンパスの回数や時期が適切でない
からなのか、教育分野・内容が社会の変化に適合して
いないからなのか、授業が学生にとって魅力が薄れた
のか、さらに近隣の競合大学が大学独自の奨学金制度
を打ち出したからなのかなど、様々な仮説を立てて詳
しく分析する必要があります。きちんとした分析がな
されていれば、対策も的を射たものになりますし、逆
も真です。
　こうしたデータの公表ですが、まずは、学内での共
有が第一歩となります。こうしたデータが、学部内の
み、あるいは、理事長、学長、理事、副学長等一部の
執行部内だけに留まらず、ある学部で「グッド・プラ

クティス」によって学生の授業満足度が高くなれば、
それが他学部に共有され、そして全学的な教育の質の
向上に向けた機運の醸成につなげていくことが重要で
す。
　学外へのこうしたデータの公表は、前章で見た通り、
中退率、学生満足度共に5割前後に留まっていること
から分かるようになかなかハードルが高いのですが、
中長期的に見れば、େ学ͷ׆ಈͷಁ໌౓͕͚ߴΕ͹ߴ
͍΄Ͳɺ学ੜ΍อ͚ͩऀޢͰͳࣾ͘ձҰൠͷ৴པ౓͕
ͷݩΓɺೖ学ऀ֬อʹͭͳ͕Γɺ஍ํ࣏ࣗମ΍஍·ߴ
ɺެද཰ޙࠓΓ·͢ɻ͕ܨʹԉࢧɺྗڠք͔Βͷۀ࢈
্͕ঢ͠ɺେ学΁ͷ৴པ౓͕ߴ·Δ͜ͱΛظ଴͍ͨ͠
΋ͷͰ͢ɻ

本間 政雄　プロフィール
1948年生まれ。1971年名古屋大学法学部
卒業後、旧文部省入省。
74～76年London School of Economics
大学院留学、MSc 取得。OECD、在仏大
使館勤務を経て、99年文部省総務審議官。
2001年京都大学事務局長（04年理事・副
学長）、05年大学評価・学位授与機構教授、
07年立命館副総長、10年アジア太平洋大学
副学長、2013～21年梅光学院理事長、13
～14年関東学院常務理事。

表2　IR業務の目的と収集データ

（出典：文部科学省「令和4年度の大学における教育内容等の改革状況について」63pより筆者作成）
（注：（　　）内は、実施率）

*3業務の໨త จ部Պ学ল「ྩ࿨4（2024）年度の大学における教育಺༰等の改ֵঢ়گ」におけるௐ߲ࠪ໨

੓ࡦ、ઓུܾ定
・学内のҙܾࢥ定に資するఏҊॻの࡞成 （22���）
・༧ࡒ・ࢉ務ܭըのࡦ定のためのデータऩू、෼ੳ（��1�）

認ূධՁ、外部対Ԡ

・認ূධՁؔػ΁の報ࠂॻの࡞成やඞ要なデータのऩू等（34�3�）
・自ݾ఺ݕධՁにඞ要なデータのऩू、෼ੳ等（3��3�）
・そのଞのධՁ（国立大学法人ධՁ、ୈ三者ධՁ）にඞ要なデータのऩू等そのଞのධՁにؔする業務
（21�0�）

・国	੓府
΁の報ࠂの࡞成（7�7�）

志ئ者・入学者֬保 ・学生のืू؅理（4�4�）

学生の学修成Ռのূݕ、
教育の࣭の޲上

・学生の学修成ՌのධՁのためのデータऩू、ධՁの実ࢪ・෼ੳ（41�4�）
 ・学生の学修時間の೺Ѳのためのデータऩू、෼ੳ（37�0�）
 ・学生のཤ修ొ࿥؅理（2�3�）
・学生、大学教員、大学職員にؔするデータऩू、෼ੳ（23�3�）

大学職員 ・学生、大学教員、大学職員にؔするデータऩू、෼ੳ（23�3�）

8   文部科学省「令和４年度の大学における教育内容等の改革状況について」62p。
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શֶࠃੜௐࠪ

教 育 ク ロ ー ズ ア ッ プ
ҭΫϩーζアοϓڭ

����೥౓ʮશࠃ学ੜௐࠪʯ
ຊ࣮֨ࢪͷ֓ཁʹ͍ͭ ʢͯ�ʣ

˔େ学ɾ୹େੜର৅ʹɺ学मঢ়گɾ੒௕࣮ײɾຬ଍౓౳Λアϯέーτௐࠪ

　教育成果や教学に係る取組状況等の情報公開・把握
のための取組として、文部科学省ではこれまで、「全
国学生調査（試行実施）」を2019～2024年度にかけて4
度にわたって行ってきました。文部科学省はその試行
実施の結果を踏まえ、2025年度からは「本格実施を開
始」するとしてあらためて「全国学生調査」実施方針
を公表しています。
　文部科学省は、本格実施に参加することにより、次
のような目的での活用が可能としています。

̍ʣࡏ学ੜͷ学म࣮ଶͷ೺Ѳ（全国共通の質問項目に
より全国の大学との比較分析や各大学の教育改善に活
用可能）
̎ʣྫࣄ޷ͷऩूɾ෼ੳͱࣗେ学ͷアϐーϧ（質問項
目ごとの結果上位校一覧と教育方法・教育改善のグッ
ドプラクティス事例を公表）
̏ʣڭ学*3ʹ͓͚Δ׆༻（調査結果をまとめた教学
IRレポート等参加大学の教育改善に役立つ資料を提供）

ʮ̝શࠃ学ੜௐ ʢࠪຊ࣮֨ࢪʣʯͷ࣮ࢪཁྖΑΓ

ௐࠪର৅
（ऴ学年生のみ࠷大学はظ୹）ऴ学年生࠷੶する学部ɾ学Պの2年生及びࡏ大学にظのあった大学・୹޲Ճҙࢀ
˞௨৴教育課程にࡏ੶する学生は対象外

ௐࠪํ๏

Ճ大学が以下のௐࠪํ法ᶃʙᶄ͔Βબ୒するࢀ
ᶃจ部Պ学লが実施するΠϯλʔωοτ（8&#）ௐࠪ
ᶄࢀՃ大学が実施する学生ௐࠪ（大学ಠ自の学生ௐࠪのதにຊௐࠪの࣭໰߲໨を設定）

（調ࠪํ法ᶄについて）
˞ 調ࠪ݁Ռのൺֱ෼ੳができるよう、֤大学の学生調ࠪでは、本調ࠪの࣭問項目（બ୒ࢶの文ݴ・ॱ ൪・൪߸を含む。）

はมߋせず同じ文ݴに設定する。同じ文ݴではない֤大学の࣭問項目を本調ࠪの࣭問項目としてಡみସえること、
本調ࠪの࣭問項目の要ૉを෼཭して֤大学の学生調ࠪを実ࢪすること、本調ࠪの࣭問項目のબ୒ࢶ数（4 件法）を
มߋすることは、原ଇとしてෆ可とする。ただし、ܰඍなಡみସえ及びબ୒ࢶ数のมߋについては、文部科学省に
。い、認められたものは全国学生調ࠪのճ౴としてѻうことができるߦผ૬ஊをݸ

˞֤大学の学生調ࠪにおける自༝記ड़ࣜのճ౴を全国学生調ࠪのબ୒ࣜに置き׵えることはできない。
˞ ֤ Ճ大学は、大学ಠ自の࣭問項目を、本調ࠪの࣭問項目にՃえて、ผに設定することができる（౰֘ճ౴データࢀ

等のఏग़はෆ要）。その際、࣭問項目のॱংมߋを可とするが、全国学生調ࠪの࣭問項目をࢀՃ大学ಠ自の࣭問項
目とは۠ผして学生にఏࣔするなど、学生が全国学生調ࠪの࣭問項目を೺Ѳできるようにすること。

࣭໰߲໨ બ୒ࣜ 33 問程度、自༝記ड़ࣜ 1 問

出典：文部科学省HP「令和7年度以降の全国学生調査（本格実施）の実施方針について」より

＜高等教育機関様へ＞�教育ڥ؀վળに͚޲た学ੜへのΞϯέʔτௐ࣮ࠪࢪのためのߟࢀ資料となれば幸いです。

＜高等学校様へ＞　　ʮશࠃ学ੜௐࠪʯでऩू・ެදされるେ学ごとのσʔλを、ޙࠓのਐ࿏ࢦಋにご׆༻͘ださい。

ௐ࣮ࠪظ࣌ࢪ

2025年 10月ʙ2026年 3月（ৄࡉ日程は、ޙ日、文部科学省がࢀՃ大学に࿈བྷ）
このうち、֤大学において 1 か݄程度のظ間設定をਪ঑。

˞ ただし、調ࠪํ法ʮᶄࢀՃ大学が実ࢪする学生調ࠪʯの৔合の調ࠪ実ࢪ時ظは、֤大学の൑அで 202� 年 4 ݄ʙ
202� 年 3 ݄に設定することができる。֤大学においては、調ࠪ݁Ռを取りまとめ、ཌ年度の֓ね 4 ݄末まで（ৄ
Ճ大学に࿈བྷ）にデータ等をఏग़ࢀ日、文部科学省がޙ、日程はࡉ

˞ 202� 年度以߱、原ଇとしてຖ年度実ࢪ

ௐࠪ݁Ռの
औѻい

（1）จ部Պ学ল
調ࠪ݁Ռとして、֤࣭問項目においてߠ定తͳճ౴ׂ߹が高͔ͬた大学ɾ୹ظ大学の学部（学Պ）͝とに্位ॱに一
ཡԽしたもの（ϙδςΟϒリετ）*にՃえて、݁Ռ公表の同ҙが得られた大学のճ౴全ମのू݁ܭՌ *を、文部科
学省ϗームϖージで公表する。
*原ଇとして、本実ํࢪ਑とผにࣔすूܭ基準に合கしたࢀՃ大学の学部（学科）を公表する。

また、ࢀՃ大学に対して、౰֘大学にࡏ੶する学生のճ౴を一ཡ化したものや౰֘大学の調ࠪ݁Ռの෼ੳの際に׆༻
できる資料を調ࠪ݁Ռとしてఏڙする。

Ճ大学ࢀ（2）
自大学の調ࠪ݁Ռについてੵۃతに発৴するとともに、全国ڞ௨の࣭問項目により、学生目ઢから大学教育や学びの
実ଶをଞ大学とൺֱ෼ੳできるという本調ࠪの特長を生かし、I3 や '%・4% 、や༺׆ධՁにおける・ݕ఺ݾ動、自׆
ଞ大学等との৘報ڞ༗等に׆༻することにより、国公私立の֤ࢀՃ大学が学生のҙ見をద੾に౿まえた教育改ળをଅ
ਐさせるよう౒めるものとする。

文部科学省「全国学生調査に関する参考資料」（「全国学生調査」に関する有識者会議(第11回)　配付資料）より作成

ཧղが͠΍͢いΑ͏に教͑ํが޻夫͞Εていͨ
/P� 大学名 学部 スίΞ ճ౴数 ճ౴཰

1 A 大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

2 # 大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

3 C 大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

4 % 大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

� & 大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

� ' 大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

7 G 大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

� ) 大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

� I 大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

10 + 大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

˓˓෼野
ཧղが͠΍͢いΑ͏に教͑ํが޻夫͞Εていͨ

/P� ୹ظ大学名 学部 スίΞ ճ౴数 ճ౴཰

1 A ୹ظ大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

2 # ୹ظ大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

3 C ୹ظ大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

4 % ୹ظ大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

� & ୹ظ大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

� ' ୹ظ大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

7 G ୹ظ大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

� ) ୹ظ大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

� I ୹ظ大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

10 + ୹ظ大学 ˚˚学部 ˘˘ ˘˘ ˛˛ˋ

ʻ「ϙδςΟϒリετ」のެදΠϝʔδ（Լද）ʼ

※本実施方針の内容は、第4回試行実施の実施状況を踏まえて変更する場合がある。 
※調査方法や質問項目等の変更を行う場合は、十分な時間的余裕をもって予告する。

11｜学校経営アカデミー｜10｜学校経営アカデミー｜



શֶࠃੜௐࠪ

教 育 ク ロ ー ズ ア ッ プ
ҭΫϩーζアοϓڭ

����೥౓ʮશࠃ学ੜௐࠪʯ
ຊ࣮֨ࢪͷ֓ཁʹ͍ͭ ʢͯ�ʣ

˔࣭໰಺༰ʢ࣮ࢪཁྖΑΓൈਮʣ

ྩ࿨7年度（2025年度）「શ国学生ௐࠪ（ຊ格実施）」
࣭໰߲໨

（બ୒ࣜ33問・自༝記ड़ࣜ1問）

文部科学省では、学生のօさん一人一人の学びの実ଶ
を೺Ѳし、大学教育を改ળしていくためのʮ全国学生
調ࠪʯを実ࢪします。（この調ࠪでは୹ظ大学もʮ大学ʯ
と表記します。）

いただいたճ౴は、ಗ名によりݸ人が特定されない形
で所属大学΁ఏڙし、֤大学の教育改ળに׆༻してい
ただきます。（本人以外はどなたがճ౴したか෼かり
ません。）

このػ会に、օさんの੠をͥひฉかせてください。
（所要時間ɿ໿10෼）
˞ 2年生のํについては、��2は表ࣔされませんが、

ճ౴ෆ要の設問ですのでޡりではありません。

0�1  あなたがࡏ੶する学部（学科）をબ୒してくださ
い。

0�2  学部（学科）の෼野をબ୒してください。（自動
表ࣔ）

0�3 あなたの学年をબ୒してください。

໰1�大学に入ͬて͔Β受けたत業Ͱ、࣍の߲໨はͲ
のくΒい͋り·した͔ɻ

（બ୒ࢶ 4ɿよくあった、3ɿある程度あった、2ɿあ
まりなかった、1ɿなかった）

1�1 理ղがしやすいように教えํが工෉されていた。
1�2  ༧श・෮शなど授業時間外にߦうべき学शが指ࣔ

される。
1�3  課୊等のఏग़物にద੾なίメンτが付されてฦ٫

される。
1�4 άルーϓϫークやディスカッションのػ会がある。
1�� ࣭ٙԠ౴など、教員等とのҙ見ަ׵のػ会がある。
1��  ティーチンάΞシスタンτなどによるิॿతな指

導がある。

໰2�大学ࡏ学தにݧܦしたҎԼの߲໨はͲの程度༗
༻ͩͬたと͡ײ·す͔ɻݧܦしていͳい৔߹は0
をબ୒してくͩ͞いɻ

（બ୒ࢶ 4ɿ༗༻だった、3ɿある程度༗༻だった、2ɿ
あまり༗༻ではなかった、1ɿ༗༻ではなかった、0ɿ
（していないݧܦ

2�1 インターンシッϓ（�日間以上）
2�2 海外ཹ学・海外研修（୹ظも含む）
2�3 主にӳޠでߦわれる授業のཤ修（ޠ学科目をআく）

໰3�大学教育を௨͡て、࣍のよ͏ͳ஌ࣝ΍能力ͳͲ
が਎に付いたとࢥい·す͔ɻ

（બ୒ࢶ 4ɿ਎に付いた、3ɿある程度਎に付いた、2ɿ
あまり਎に付いていない、1ɿ਎に付いていない）

3�1 専門෼野にؔする知識・理ղ
3�2  কདྷの࢓事につながるような知識・スΩル・ଶ

度・Ձ஋؍
3�3 文ݙ・資料をऩू・෼ੳするྗ

2025年5月に公表された「実施要領」より、2025年度調査の質問項目をご紹介します。

3�4 ࿦理తに文ষをॻくྗ
3�� 人に෼かりやすく࿩すྗ
3�� 外国ޠを࢖うྗ
3�7  数理・統ܭ・データαイエンスにؔする知識・技能
3�� 問୊を見つけてղܾํ法をߟえるྗ
3�� ଞ者とڠಇするྗ
3�10 ෯広い知識、ものの見ํ
3�11 ҟなる文化にؔする知識・理ղ

໰4�こΕ·Ͱの大学Ͱの学びશମをৼりฦͬて、࣍
の߲໨にͭいてͲのよ͏にࢥい·す͔ɻ

（બ୒ࢶ 4ɿそうࢥう、3ɿある程度そうࢥう、2ɿあ
まりそうはࢥわない、1ɿそうはࢥわない）

4�1  ଔ業時までに਎に付けるべき知識や能ྗをҙ識し
て学修している。

4�2  授業Ξンέーτ等の学生のҙ見を௨じて大学教育
がྑくなっている。

4�3 教職員が೤心に教育に取り૊んでいる。
4�4  大学の学びによって成長を実ײしている。

໰5ࠓ�年度ظޙのत業ظ間தのฏۉతͳ1ि間（7日
間）の生׆時間は、ͦΕͧΕͲのくΒいͰす͔ɻ

（બ୒ࢶ 1ɿ0時間、2ɿ1��時間、3ɿ��10時間、4ɿ
11�1�時間、�ɿ1��20時間、�ɿ21�30時間、7ɿ
31時間以上）

��1 授業΁のग़੮（実ݧ・実श、Φンϥイン授業を含む）
��2  ଔ業࿦文・ଔ業研ڀ・ଔ業制0�3）࡞で2年生を

બ୒するとඇ表ࣔ）

��3  ༧श・෮श・課୊など授業にؔする学श
（ଔ業࿦文等はআく）

��4  授業と௚઀ؔ܎しない自主తな学श
（学問にؔ܎するಡॻやディスカッション、実技
の࿅श、資格ݧࢼのษڧ等）

��� 部׆動／αークル׆動
��� Ξルόイτ／定職

໰6�ຊௐࠪ΍、大学Ͱの学びにͭいてҙݟが͋り·
したΒ教͑てくͩ͞いɻ（自༝هड़）̡ ௐࠪํ法
ᶃのΈʳ

˞ ಗ名調ࠪのため、自෼自਎やଞ人のݸ人৘報は入ྗ
しないでください。

࣭問は以上です。ྗڠޚありがとうございました。い
ただいたճ౴のू݁ܭՌは、文部科学省΢Σブαイτ
で公表（ྩ和�年य़ʙ秋ࠒ༧定）しますので、ͥひޚ
ཡください。

（大学や社会に対して、ݸ人が特定される形であなた
のճ౴内容が公表されることはありませんので、҆ޚ
心ください。）

出典：文部科学省HP「令和7年度以降の全国学生調査（本格実施）の実施方針について」より

13｜学校経営アカデミー｜12｜学校経営アカデミー｜



શֶࠃੜௐࠪ

教 育 ク ロ ー ズ ア ッ プ
ҭΫϩーζアοϓڭ

調査時期：2023年９月２９日（金）～１０月３１日（火）
回答校数：国公私立の大学・短期大学866校

（%は回答した大学・短大数の割合）

����೥౓ʮશࠃ学ੜௐࠪʯ
ຊ࣮֨ࢪͷ֓ཁʹ͍ͭ ʢͯ�ʣ

ʢ̝ߟࢀデーλʣ͜ Ε·Ͱͷࢪ࣮ߦࢼʹ͓͚Δɺ学ੜ΁ͷҊ಺ํ๏

これまでの試行実施における、学生への案内方法について、文部科学省が各大学・短大に行ったアンケート結果より
ご紹介します。

0 100 200 300 400 �00（校）

学内メール一੪ૹ৴等
による周知

学内専༻ 8FC αイτ等
での周知

においてޙやθミのલٛߨ
教員から周知

対象学生޲けに設定された
൘やϥック等΁のࣔܝ

や഑Սࣔܝ

チϥシを഑෍・ࣔܝ

૭口等に対象学生が
དྷ๚した際に

௚઀తにݺびかけ

αークル・学生ஂମ等΁
対象学生΁の周知をґཔ

就׆セミφー・
イϕンτ等での周知

そのଞ

457
（52�8�）

409
（47�2�）

185
（21�4�）

100
（11�5�）

95
（11�0�）

26
（3�0�）

15
（1�7�）

6
（0�7�）

20
（2�3�）

˙ 国立
˙ 公立
˙ 私立

�3

4�

14

14�

3

2

1�

1�

12

�

�

10

11

44

1�1

74

72

22

�4 330

31�

1

学生΁の案಺ํ法（国ެࢲผ）（ෳ数ճ౴）

出典：文部科学省HP「令和６年度『全国学生調査（第４回試行実施）』の実施に関するアンケートの結果について」（「全国学生調査」に関する有識者会議　配付資料）より

調査時期：2023年９月２９日（金）～１０月３１日（火）
回答校数：国公私立の大学・短期大学866校

ʢ̝ྫࣄߟࢀʣࢪ࣮ߦࢼʹ͓͚Δ֤େ学ɾ୹େͷऔΓ૊Έྫࣄ

これまでの試行実施において、回答率が高かった大学等の取り組み事例や、調査結果の活用方法等について、
文部科学省が各大学・短大に行ったアンケート結果よりご紹介します。（自由記述抜粋）

1）学生のճ౴཰が高͔ͬた大学等のऔ૊ྫࣄ
"国立大学ʲճ౴཰ɿ̑ ̓ˋʳ
学श؅理システム（LM4）に専༻ίースαイτを࡞り、
ճ౴ 63L を学生に௨知し、Ξクセスしていない学生に
Կ度も࠵ଅした。

#ެ立大学ʲճ౴཰ɿ̏ ̎ˋʳ
全学の教務ҕ員会で学生΁の周知をґཔし、θミやඞ
修科目において୲౰教員から学生に周知した。

立大学ʲճ౴཰ɿ̓ࢲ$ ̓ˋʳ
Ξυόイザー制を࠾༻しており、֤θミや授業の際に୲
౰教員から学生に対し調ࠪのझࢫをઆ明した上で、ճ
౴ґཔをߦっている。またຖ年の調ࠪにおいて、教員
自਎が調ࠪのझࢫをよく理ղした上で学生にґཔできる
よう、教員޲けの事લઆ明の৔を設けている。

立大学ʲճ౴཰ɿ̒ࢲ% ̑ˋʳ
調ࠪ݁Ռを自ݾ఺ݕධՁや教学 I3 に׆༻するため、
大学全ମのճ౴཰８０̀ を目指し、֤教員を௨じて、θ
ミ単位で学生にճ౴をґཔした。また、文科省にճ౴
ঢ়گを問い合わせ、ճ౴཰が௿い学部に࠶度ґཔをし
た。

&୹ظ大学ʲճ౴཰ɿ̔ ̏ˋʳ
全員にग़੮を要する学ظ末のΨイμンス内でճ౴する
時間を࡞っている。

法ํ༺׆行実施における݁Ռのࢼ（2
ʲ大学ίϯιʔγアムͰのڞ༗ʳ
・ 産学官࿈ܞで૊৫されている஍Ҭ大学ίンιーシΞム

内の教育࿈ܞのϓϥッτフΥーム形成ਪਐҕ員会にお
いて、ʮ全国学生調ࠪ（ߦࢼ実ࢪ）ʯのճ౴データを
。༗し、県内の大学の特長や課୊を୳したڞ

ʲϕϯνϚʔΫ（自大学のऑΈ෼ੳ）r
・ 学内のෳ数の主要会ٞ（学長や部ہ長等がࢀՃする

会ٞのほか、教育の࣭保ূ会ٞ、教務ܥ会ٞ）にお
いて、学部ผൺֱや国立大学平ۉとのൺֱ෼ੳ݁Ռ
を報ࠂしている。また本学のऑみとなっている部෼に
ついては۩ମతな改ળࡦをݕ౼するなど、本学の教
育改ળに׆༻している。

・ 全学会ٞにて全国大学との調ࠪ݁Ռとのൺֱをߦい、
また֤学部の教学ܥ会ٞ等にて全国平ۉよりྼってい
る項目について෼ੳし、改ળࡦをݕ౼した。

・ 全国平ۉ஋をϕンチϚークとして、本学の学生の学श
ܦԉମ制΁の満足度、਎についた能ྗ、大学でのࢧ
஋とൺֱし、本学のऑいところをҕ員会ۉを全国平ݧ
にてٞڠし、教員΁フィーυόックしている。

ʲ'%ɾ4%、自己点検ɾ評価ʳ
・ 設置者ผ、規໛ผ、෼野ผのデータがఏڙされるため、

自大学とのൺֱデータをまとめ、'% ҕ員会や教授会
等にఏڙしている。

・ 調ࠪ݁Ռを I3 ෼ੳや '%・4% ධՁ・ݕ఺ݾ動、自׆
に׆༻༧定。

15｜学校経営アカデミー｜14｜学校経営アカデミー｜



੒௕෼໺΁ͷืू֦େ

教 育 ク ロ ー ズ ア ッ プ
ҭΫϩーζアοϓڭ

ʮେ学ɾߴઐػೳڧԽࢧԉۀࣄʯ
����೥౓࠾୒Ұཡʢ�ʣ

˔੒௕෼໺Λ͚ΜҾ͢Δେ学ɾߴઐͷػೳڧԽʹࢧ͚ͨ޲ԉ

　この事業では、デジタル・グリーン等の成長分野を
けん引する高度専門人材の育成に向けて、独立行政法
人大学改革支援・学位授与機構（以降「機構」）に設
けられた基金（成長分野をけん引する大学・高専の機

能強化に向けた基金）をもとに、意欲ある大学・高専
が成長分野への学部転換等の改革を行うための費用を
支援します。以下2つの支援区分に基づいて助成金が
交付されます。

ʲࢧԉ�ʳ
学෦࠶ฤ౳にΑΔಛఆ成長෼野（σδλϧɾ
άϦʔϯ౳）΁のస׵౳

ʲࢧԉ2ʳ
高౓৘ใ専໳人ࡐの֬อにػ͚ͨ޲ೳڧԽ

ԉର৅ࢧ 公立・私立の大学の学部・学科
（理工೶の学位෼野が対象）

国公私立の大学・高等専門学校（৘報ܥ෼野が対象。
大学院ஈ֊の取૊をඞਢ）

ԉ内༰ࢧ 特定成長෼野（デジタル・άリーン）΁の
学部࠶ฤ等にඞ要なܦඅ

大学の学部・研ڀ科の定員૿等に൐うମ制ڧ化に
ඞ要なܦඅ
高専の学科・ίースの৽設・֦ॆにඞ要なܦඅ

ؒظԉࢧ 原ଇ８年以内（࠷長10年） 長10年間࠷

ԉֹۚࢧ 大20ԯԁ程度（大学ごとにม動）࠷
大10ԯԁ程度（大学・高専ごとにม動）࠷

（ハイレϕル࿮は20ԯԁ程度）

ड෇ؒظ 2032年度まで 202�年度まで

＜ԉの֓ཁࢧ＞

˔ ����೥౓　બఆେ学Ұཡʢࢧԉ ʣ̍

ʲࢧԉ１ʳ学෦࠶ฤ౳にΑΔಛఆ成長෼野（σδλϧɾάϦʔϯ౳）΁のస׵౳
2024年12月13日～2025年2月28日で公募を受け付け、機構に設置された外部有識者からなる大学・高専機能強化支援
事業選定委員会における審査を踏まえ、以下27件の選定が行われました。

出典：文部科学省HP「『大学・高専機能強化支援事業』の第3回公募選定結果について（令和7年6月25日）」および独立行政法人大学改革支援・学位授与機構HPより作成

※1：既存組織の定員増を含む取組　※2：既存学部の収容定員の増加
注）改組後の学部・学科名、改組予定年度および入学定員は事業概要ベースの記載であり、今後、名称の変更がありうる。改組のためには、別途、設置認可等の手続きが必要。

設置۠෼ 大学名 ৽設・改૊ޙの学部・学科名 ৽設・改૊༧定年度 入学定員（名）

公立 宮城大学 デザイン創学群 202�年度 �0

公立 静岡県立大学 ৯総合科学部৯඼ڥ؀科学科、栄養科学科 202�年度 7�

公立 福知山公立大学 ৘報学部（˞1） 202�年度 20（˞2）

公立 県立広島大学 ஍Ҭ創生学部৘報学科 202�年度 40

私立 ઋ୆大学 ମ育学部スポーツ৘報学科 202�年度 40

私立 東北医科ༀ科大学 医ༀ生໋৘報学部生໋৘報学科 2027年度 �0

私立 生大学ۅ 健߁科学部スポーツデジタルイϊϕーション学科 2027年度 �0

私立 上ஐ大学 理工学部デジタルάリーンテクϊϩジー学科 2027年度 �0

私立 東京理科大学
理学部ୈ一部科学ίミュニέーション学科 202�年度 �0

創Ҭ৘報学部৘報理工学科 202�年度 3�0

私立 東邦大学 生໋理工学部 202�年度 172

私立 ෢ଂ野大学 ௨৴教育部国際データαイエンス学部 202�年度 �7

私立 ؔ東学院大学 ৘報学部৘報学科 202�年度 1�0

私立 ভೆ工科大学 工学部ڞ創工学科（˞1） 2027年度 20（˞2）

＜高等教育機関様へ＞�কདྷのࢢ৔χʔζを౿ま͑た૊৫࠶ฤをݕ౼するࡍのごߟࢀとなれば幸いです。

＜高等学校様へ＞� 理ܥ・৘ใܥਐ学ر๬のੜె様への৘ใఏڙにご׆༻͘ださい。

17｜学校経営アカデミー｜16｜学校経営アカデミー｜



੒௕෼໺΁ͷืू֦େ

教 育 ク ロ ー ズ ア ッ プ
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˔����೥౓　બఆେ学Ұཡʢࢧԉ ʣ̍ʢͭͮ ʣ͖

設置۠෼ 大学名 ৽設・改૊ޙの学部・学科名 ৽設・改૊༧定年度 入学定員（名）

私立 ੕城大学 Ӧ৘報学科ܦӦ学部ܦ 202�年度 �0

私立 ౻田医科大学 医療科学部医工ڞ創学科 2027年度 30

私立 京都ઌ୺科学大学 社会৘報学部社会৘報学科 202�年度 �0

私立 大阪নӂ女子大学 Ԡ༻生物科学部 202�年度 �0

私立 大阪電ؾ௨৴大学
工学部工学科 202�年度 33�

৘報学部 202�年度 330

私立 കՖ女子大学 ৘報学部デジタルエンターテインメンτ学科 2027年度 ��

私立 Ӌҥ国際大学 ୅社会学部デジタル৘報学科ݱ 2027年度 70

私立 奈ྑ学園大学 人間৘報学部人間৘報学科 202�年度 100

私立 ۝भڞ立大学 ৯೶学部 202�年度 1�0

私立 ۝भ国際大学 ৘報工学部 202�年度 100

私立 福岡工業大学
工学部ઌਐ工学科 2027年度 4�0

৘報メディΞ学部৘報メディΞ学科 2027年度 �0

私立 福岡女学院大学 ৘報工学部৘報システム学科 2027年度 �0

私立 ਸ城大学 デジタル創生学部デジタル創生学科 202�年度 �0

私立 志ላؗ大学 デジタル総合学部 202�年度 40

注）改組後の学部・学科名、改組予定年度および入学定員は事業概要ベースの記載であり、今後、名称の変更がありうる。改組のためには、別途、設置認可等の手続きが必要。

ʲࢧԉ１ʳ学෦࠶ฤ౳にΑΔಛఆ成長෼野（σδλϧɾάϦʔϯ౳）΁のస׵౳

˔ ����೥౓　બఆେ学ɾߴઐҰཡʢࢧԉ ʣ̎

ʲࢧԉ２ʳ高౓৘ใ専໳人ࡐの֬อにػ͚ͨ޲ೳڧԽ
2024年12月13日～2025年2月28日で公募を受け付け、機構に設置された外部有識者からなる大学・高専機能強化支援
事業選定委員会における審査を踏まえ、以下19件の選定が行われました。
※支援２については、第3回（2025年度）をもって公募を終了しております。

設置۠෼ 大学名 બ定۠෼

国立 લ大学߂ 一ൠ࿮

国立 岩手大学 一ൠ࿮

公立 秋田県立大学 一ൠ࿮

国立 お஡のਫ女子大学 一ൠ࿮

私立 東京理科大学 一ൠ࿮

私立 明࣏学院大学 特ྫ࿮

ʲେ学ʳ

設置۠෼ 高専名

国立 福井工業高等専門学校

国立 প௡工業高等専門学校

国立 奈ྑ工業高等専門学校

国立 工業高等専門学校ޖ

国立 ঎ધ高等専門学校࡟ٷ

国立 ถ工業高等専門学校ཹٱ

公立 ࣎賀県立高等専門学校（Ծশ）˞ 202�年৽規設立準උ中

ʲߴઐʳ

出典：文部科学省HP「『大学・高専機能強化支援事業』の第3回公募選定結果について（令和7年6月25日）」および独立行政法人大学改革支援・学位授与機構HPより作成

※特例枠… 既設の情報系分野に係る研究科、専攻、コース等を持たないが、情報系分野に係る学部・学科を有する大学が、助成期間中に研究科の設置を行う取組
　　　　  （併せて学部段階の体制強化を図る取組を先行して行うものも含む。）

設置۠෼ 大学名 બ定۠෼

私立 ৘報セΩュリティ大学院大学 一ൠ࿮

国立 京都工芸ણҡ大学 一ൠ࿮

私立 京都٦大学 一ൠ࿮

国立 鳥取大学 一ൠ࿮

公立 周ೆ公立大学 特ྫ࿮

公立 長崎県立大学 一ൠ࿮

19｜学校経営アカデミー｜18｜学校経営アカデミー｜
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˔�ʮઐम学校ڭҭޭ࿑ऀදজʯඃදজऀҰཡʢ����೥� �݄�೔　จ部Պ学লൃදʣ

　2025年は専修学校制度発足50周年に当たります。文
部科学省ではこれを記念して、専修学校教育に長く従
事し、その功労が顕著な方及び専修学校教育の振興に
特に功績があった方を「専修学校教育功労者」として

新たに表彰しました。
　本記事では、「専修学校教育功労者」として文部科
学省の表彰を受けた方々をご紹介いたします。

　文部科学省は、都道府県知事等からの推薦に基づき、専修学校教育功労者を決定しました。

１．私立

都道府県 氏  名 氏名ふりがな 職  名

北海道 開田　仁司 かいだ　ひとし 北都保健福祉専門学校本部長

青森県 田中　信幸 たなか　のぶゆき 学校法人臨研学舎理事長

岩手県 六本木　郁子 ろっぽんぎ　いくこ 専修大学北上福祉教育専門学校長

宮城県
鈴木　一樹 すずき　かずき 学校法人北杜学園理事長

守末　紀生 もりすえ　のりお 学校法人守末学園理事長

山形県 山本　絵里子 やまもと　えりこ 学校法人山本学園理事長

栃木県 川上　宏美 かわかみ　ひろみ 専門学校日産栃木自動車大学校学務部長

群馬県
小倉　基宏 おぐら　もとひろ 学校法人小倉学園理事長

佐俣　俊彦 さまた　としひこ 学校法人山崎学園理事

埼玉県 山﨑　彰 やまざき　あきら 学校法人郷学舎学舎長

千葉県 柴入　裕一 しばいり　ゆういち 学校法人東洋理容美容学園理事長

＜被表彰者について＞
被表彰者人数     ８０名（私立  ７７名、公立  １名、国立  ２名／男性  ５９名、女性  ２１名）

＜高等教育機関様へ＞専門学校理事長様はじめご関係者様のこれまでの功労・業績について知る資料となれば幸いです。

　　　　　　　　　　各学校様の一層のご発展を祈念し、僭越ながらご紹介させていただきます。

※ご氏名は敬称略とさせていただいております。

都道府県 氏  名 氏名ふりがな 職  名

千葉県
竹井　透 たけい　とおる 学校法人国際理工学園理事長

鳥居　高之 とりい　たかゆき 学校法人三橋学園理事長

東京都

相原　幸子 あいはら　さちこ 文化服装学院学院長

網蔵　糸乃 あみくら　しの 学校法人日美学園理事長

井上　博行 いのうえ　ひろゆき 学校法人東京町田学園理事長

多　忠貴 おおの　ただたか 学校法人電子学園理事長

菊地　渉道 きくち　しょうどう 学校法人簡野学園常務理事

倉持　有希子 くらもち　ゆきこ 東京 YMCA 医療福祉専門学校介護福祉科学科長

佐藤　佳子 さとう　よしこ 大竹栄養専門学校教員

関口　正雄 せきぐち　まさお 東京スポーツ・レクリエーション専門学校長
東京メディカル・スポーツ専門学校長

園田　京子 そのだ　きょうこ 萠愛調理師専門学校長

手嶋　達也 てじま　たつや 学校法人二葉総合学園理事長

松田　正之 まつだ　まさゆき 学校法人中央工学校専務理事

矢代　吉榮 やしろ　よしえい 学校法人中央工学校理事長

吉﨑　繭子 よしざき　まゆこ 東邦歯科医療専門学校事務長

渡邉　義昭 わたなべ　よしあき 東京 YMCA 医療福祉専門学校就職指導室長

神奈川県

植田　威 うえだ　たけし 学校法人山本学園理事長

大田　裕多佳 おおた　ゆたか 学校法人早見芸術学園理事長

廣瀬　道 ひろせ　おさむ 学校法人誠心学園理事長

富山県 浦山　哲郎 うらやま　てつろう 学校法人浦山学園理事長

石川県 鍔　一郎 つば　いちろう 学校法人センチュリー・カレッジ理事長

出典：文部科学省HP「専修学校教育功労者表彰について」より
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都道府県 氏  名 氏名ふりがな 職  名

福井県 青池　浩生 あおいけ　ひろき 学校法人青池学園理事長

山梨県 七沢　久子 ななさわ　ひさこ 山梨県歯科衛生専門学校長

長野県
内川　小百合 うちかわ　さゆり 学校法人秋桜会理事長

小林　勝彦 こばやし　かつひこ 学校法人クリエイティブＡ理事長

岐阜県 平野　宏司 ひらの　こうじ 学校法人平野学園理事長

静岡県
杉山　誠一 すぎやま　せいいち 学校法人東海医療学園理事長

鈴木　啓之 すずき　ひろゆき 学校法人鈴木学園理事長

愛知県

市原　康雄 いちはら　やすお 学校法人名古屋技芸学園理事長

小川　義則 おがわ　よしのり あいち造形デザイン専門学校長

竹下　啓太 たけした　けいた あいちビジネス専門学校長

野村　順雄 のむら　じゅんゆう 学校法人セムイ学園長

山本　恵子 やまもと　けいこ 学校法人山本学園副理事長

三重県 長谷川　雅敏 はせがわ　まさとし 学校法人長谷川学園理事長

京都府
加藤　俊明 かとう　としあき 学校法人京都ＹＭＣＡ学園理事

三田　清栄 さんだ　きよえ 学校法人京理学園理事長

大阪府

重里　國麿 じゅうり　くにまろ 学校法人重里学園理事長

髙添　陽一 たかぞえ　よういち 学校法人いわお学園理事長

千代田　秋充 ちよだ　あきみつ 大阪技能高等専修学校学監

平岡　龍人 ひらおか　たつと 学校法人清風明育社理事長

堀内　巖 ほりうち　いわお 学校法人東洋学園理事

宗　一喜 むね　かずき 大阪航空専門学校長

˔�ʮઐम学校ڭҭޭ࿑ऀදজʯඃදজऀҰཡʢ����೥� �݄�೔　จ部Պ学লൃදʣ

１．私立（続き）

都道府県 氏  名 氏名ふりがな 職  名

大阪府 森　慈郎 もり　じろう 学校法人ミクニ学園上級顧問

兵庫県 大岡　豊 おおおか　ゆたか 学校法人大岡学園長

和歌山県 山本　文子 やまもと　ふみこ 学校法人山本学園理事長

鳥取県 横井　司朗 よこい　しろう 学校法人鶏鳴学園理事長

島根県 池淵　淳 いけぶち　じゅん 学校法人山陰理容美容学園理事長

岡山県 本山　康代 もとやま　やすよ 学校法人本山学園副理事長

広島県
永見　憲吾 ながみ　けんご 学校法人 IGL 学園理事長

原田　優子 はらだ　ゆうこ 学校法人原田学園理事長

山口県 井本　浩二 いもと　こうじ 学校法人ＹＩＣ学院理事長

香川県 大平　康喜 おおひら　やすよし 学校法人穴吹学園専務理事

愛媛県 河原　成紀 かわはら　せいき 学校法人河原学園理事長

福岡県

岩本　仁 いわもと　ひとし 学校法人福岡成蹊学園理事長

田所　徹夫 たどころ　てつお 学校法人友幸学園理事長

戸早　秀暢 とはや　ひでのぶ 学校法人戸早学園理事長

深田　勝久 ふかた　かつひさ 香蘭ファッションデザイン専門学校長

吉田　登志子 よしだ　としこ 学校法人実教学園理事長

佐賀県 江口　敏文 えぐち　としふみ 学校法人江楠学園理事長

長崎県 岩永　城児 いわなが　じょうじ 学校法人岩永学園理事長

熊本県
木庭　順子 こば　じゅんこ 学校法人熊本壺溪塾学園理事長

外薗　由紀 ほかぞの　ゆき 熊本看護専門学校教務部長

宮崎県 常盤　真知子 ときわ　まちこ 学校法人平成学園理事長
※ご氏名は敬称略とさせていただいております。

出典：文部科学省HP「専修学校教育功労者表彰について」より
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都道府県 氏  名 氏名ふりがな 職  名

鹿児島県 神村　慎二 かみむら　しんじ 学校法人神村学園理事長

沖縄県
石川　正一 いしかわ　まさかず 学校法人石川学園理事長

島袋　永伸 しまぶくろ　えいしん 学校法人永志学園理事長

１．私立（続き）

都道府県 氏名 氏名ふりがな 職名

愛知県 前田　洋子 まえだ　ようこ 愛知県立総合看護専門学校長

2. 公立

都道府県 氏名 氏名ふりがな 職名

埼玉県 太田　浩之 おおた　ひろゆき 国立障害者リハビリテーションセンター教務統括官

東京都 佐藤　陽子 さとう　ようこ 国立療養所多磨全生園附属看護学校教育主事

3. 国立

※ご氏名は敬称略とさせていただいております。

出典：文部科学省HP「専修学校教育功労者表彰について」より

（以下文部科学省資料より抜粋）
＜専修学校教育功労者表彰について＞
１ 趣旨
専修学校制度発足５０周年を記念して、専修学校教育に長く従事し、その功労が顕著な者及び専修学校教育の振
興に特に功績があった者を文部科学大臣が表彰し、その功に報いるとともに、専修学校教育の発展に資するもの
とする。
２ 被表彰者の範囲
下記の要件を満たす年齢５０歳以上の者（過去の専修学校教育功労者表彰被表彰者は対象外）

（１）専修学校教育に１５年以上従事
（２）専修学校教育に特に功労があること
（３）人物・識見ともに優れていること

1975年 学校教育法の一部改正案（専修学校制度）が国会において成立

1976年 専修学校制度発足（学校教育法一部改正及び専修学校設置基準等の施行）

1991年 修業年限 2 年以上の専門学校における学修（既修得単位を含む）を、
大学等が単位として認定する制度を創設（大学設置基準等の改正）

1994年 一定の要件（修業年限 2 年以上，総授業時数 1,700 時間以上等）を満たす
専門課程の修了者に対し「専門士」の称号を付与できる制度を創設

1999年 一定の要件（修業年限 2 年以上、総授業時数 1,700 時間以上）を満たす専門学校修了者の
大学編入学等が可能に

2005年 一定の要件（修業年限 4 年以上，総授業時数 3,400 時間以上等）を満たす専門課程の修了者に対し
「高度専門士」の称号を付与できる制度及び大学院入学資格を認める制度を創設

2007年 「履修証明制度（履修証明プログラム）」を専門学校においても大学と同等に創設

2013年 一定の要件を満たす専門課程を「職業実践専門課程」に認定する制度を創設

2018年 一定の要件を満たす専門課程（もしくは履修証明プログラム）を
「キャリア形成促進プログラム」に認定する制度を創設

2023年 一定の要件を満たす専門課程を「外国人留学生キャリア形成促進プログラム」に認定する制度を創設

2024年

学校教育法の一部改正（施行日は2026年 4月1日）
（主な内容）
・専修学校専門課程の入学資格を大学と同様の規定とし、学習時間に関する基準を大学等と同様に
「単位数」により定めることが可能に（専門課程は単位制とする）

・大学等と同様に専修学校に専攻科制度を創設
・専門学校に大学と同等の項目での自己点検評価の義務付け、外部評価を受けることを努力義務に

ʢ̝ߟࢀ৘ใʣઐम学校੍౓　͜Ε·Ͱͷओͳ͋ΏΈ

出典：文部科学省HPより作成
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マーケティングデータ
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　高校生に聞いた「将来なりたい職業」（LINEリサーチ
調べ）の1位は男女ともに「国家公務員・地方公務員」で
した。また、「教師・教員・大学教授」が男女ともに上
位に入り（男子2位、女子3位）ました。学校の先生が身
近なロールモデルとなっている可能性がうかがえます。

　男女別に見ると、男子は「システムエンジニア・プログ
ラマー」（3位）「機械エンジニア・整備士」（4位）など、
技術系の職業が上位に挙がっています。女子は「看護師」
（2位）「保育士・幼稚園教諭」（4位）など、医療・保育
分野への関心が比較的高いようです。

高校生のなりたい職業（単一回答）

ۀ校ੜͷͳΓ͍ͨ৬ߴ

＜高等教育機関様へ＞ 高校生の職業志向や、友人同士での話題の傾向などを知る資料となれば幸いです。

＜高等学校様へ＞ 進路指導・キャリア教育や生徒指導の際のご参考資料となれば幸いです。

回　答　者 ：高校生 527人（男子 258人、女子 269人）
調 査 時 期 ：2024年11月
出　　　典 ：LINEリサーチ

回　答　者 ：高校生 293人（男子 158人、女子 135人）
調 査 時 期 ：2025年2月
出　　　典 ：LINEリサーチ

※単一回答。「その他」を除いて上位項目をランキング表示
※表中の数値は小数第二位を四捨五入しているため、同じパーセンテージに見えても順位が異なることがあります
*ゲーム業界の仕事：ゲームデザイナー、ゲームクリエイターなど

※複数回答
※集計ベース：友だちと音声通話をする高校生。ビデオ通話（映像付きの通話）は除く
*約束や連絡：「◯日に行こう」「今ここにいる」など

உࢠ� ࢠ�ঁ

高校生が音声通話で友だちと話す内容（複数回答）

உࢠ� ࢠ�ঁ

1位 国家公務員・地方公務員 8.3%

2位 教師・教員・大学教授 6.7%

3位 システムエンジニア・プログラマー 4.3%

4位 機械エンジニア・整備士 4.3%

5位 弁護士・裁判官・検察官 3.5%

6位 設計者・開発者・工業デザイナー 3.4%

7位 事務職・営業職 3.1%

8位 公認会計士 2.7%

9位
YouTuber、Vtuber などの動画投稿者　 2.6%

ゲーム業界の仕事* 2.6%

決まっていない・わからない 20.9%

1位 趣味
（ゲーム、アニメ、スポーツ、音楽など）のこと 54.6%

2位 約束や連絡*に関すること 45.5%

3位 学校で起きた出来事
（授業や先生など）のこと 34.9%

4位 友だちのこと 33.6%

5位 勉強のこと 32.2%

6位 部活のこと 30.6%

7位 恋愛のこと 21.6%

8位 テレビや動画
（YouTubeなど）のこと 19.6%

9位 進路・将来のこと 19.0%

10位 SNS（Instagram、Xなど）のこと 15.2%

1位 国家公務員・地方公務員 7.8%

2位 看護師 7.1%

3位 教師・教員・大学教授 5.2%

4位 保育士・幼稚園教諭 4.4%

5位 心理カウンセラー・臨床心理士 4.1%

6位 栄養士・管理栄養士 3.3%

7位 薬剤師 3.0%

8位 医師 2.6%

9位 ブライダル関連の仕事 2.6%

10位 トリマー・ペットトレーナー・飼育員 1.9%

決まっていない・わからない 16.4%

1位 学校で起きた出来事
（授業や先生など）のこと 58.5%

2位 約束や連絡*に関すること 52.0%

3位 友だちのこと 51.1%

4位 恋愛のこと 45.9%

5位 趣味
（ゲーム、アニメ、スポーツ、音楽など）のこと 45.1%

6位 勉強のこと 37.0%

7位 部活のこと 35.0%

8位 SNS（Instagram、Xなど）のこと 28.2%

9位 進路・将来のこと 26.0%

10位 テレビや動画
（YouTubeなど）のこと 24.5%

　高校生が「音声通話で友だちと話す内容」（LINEリサー
チ調べ）について、男女ともに上位に挙がったのは「約束
や連絡に関すること」（男女とも2位）「学校で起きた出来事」
（男子3位、女子1位）でした。学校での出来事や連絡事項
の共有が話題の中心になっている様子がうかがえます。

　男女別の傾向としては、男子は「趣味」（ゲーム、アニ
メ、スポーツ、音楽など）が1位に挙がっているのに対し、
女子は「友だち」「恋愛」の話題の割合が男子よりも高く、
友人との関係にまつわる話題が多い傾向が見られました。

校ੜ͕Ի੠௨࿩Ͱ༑ͩͪͱ࿩͢಺༰ߴ



敬和学園大学
（私立大学／新潟県新発田市）

キャンパス内には様々な施設・設備が充実しており、学生たちの学
びを支えている。また、地域連携の一環として、図書館や学食、運
動施設などは一般の方にも解放されている。

「リベラルアーツの学び」を実践する学生たちを支える緑豊かなキャンパス

学生たちの健康を支える学食（オレンジホール）

駅から徒歩2分の好立地に位置する学生寮

学校Data

［敬和学園大学］
〒957-8585
新潟県新発田市富塚1270

森ノ宮医療大学
（私立大学／大阪府大阪市）

1つのキャンパスに医療系8学科が集う森ノ宮医療大学は、広大な
海を一望できるベイエリアに位置している。多種多様な実習室のほか、
学生生活を豊かにする学食・カフェスペースも充実している。

2025年開催 大阪・関西万博会場の1駅隣に位置しており、“万博に一番近い大学”である。写真は2024年春に完成したあおいポート

2025年春、チーム医療をより実践的に学修できるシミュレーションセンター（T-MIC）を開設

キャンパスライフを彩る食堂・カフェスペース

学校Data

［森ノ宮医療大学］
〒559-8611
大阪府大阪市住之江区南港北1-26-
16
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写 真 特 集
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左上：2025年6月にリニューアルされた校舎　右上・左下：１階店舗実習教室『こもち月』　右下：発酵調理教室『蔵』

店舗実習教室『こもち月』には、実際にお客様に料理を提供するカウンターを設置

発酵調理教室『蔵』もリニューアル

調理系専門学校では珍しい和食専用の調理実習室、接客実習用の
和風カウンターなど、和食とすしの調理に適した専門的な教育設
備が充実している。2025年6月に校舎がリニューアルされた。

東京すし和食調理専門学校
（専門学校／東京都世田谷区）

学校Data

［東京すし和食調理専門学校］
〒154-0001 
東京都世田谷区池尻 2-30-14

12学科13分野を擁する12階建ての都市型校舎

浜松の市街地を一望できるラウンジ

一人ひとりMy PCでスキルアップ

浜松の街が一望できる12階建の都市型校舎には、プロ仕様の設備
や各種実習室が完備されており、各学科の学びを支えている。また、
学生たちの憩いの場である共用スペースも充実している。

浜松未来総合専門学校
（専門学校／静岡県浜松市）

学校Data

［浜松未来総合専門学校］
〒430-0929
静岡県浜松市中央区中央 3丁目10-
31
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理事長・学長・入試・広報 等
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理事長・校長・広報 等

学校長・教頭・進路指導部長 等

代表取締役社長・会長・塾長 等

会長・副会長・理事・事務局長 等

表紙画像　ストックホルム大学（スウェーデン）
首都ストックホルムに所在する国立大学。1878 年創立。市中心部へのアクセスも至
便でありながら、広大な森林地帯、多様な植物相に囲まれた自然豊かな環境。
Times Higher Education による「World University Rankings 2025」では総合 191 位。
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